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平成２０年度 学力向上のための提案授業 中学校 理科部会

１ 単元名

天気とその変化
２ 単元の目標

○学習指導要領より「気象とその変化」

身近な気象の観察，観測を通して，気象要素と天気の変化の関係を見いださせるとともに，気象現

象についてそれが起こる仕組みと規則性についての認識を深める。

【関心・意欲・態度】

気象観測や天気の変化に関する事物・事象に関心を持ち，意欲的に探究しようとする。

【科学的な思考】

気象観測や天気の変化に関する事物・事象の中に問題を見いだし，観察・実験を通して事象の生

じる要因やしくみをかんがえることができる。

【技能・表現】

気象観測や天気の変化に関する事物・事象についての観察・実験を行い，基礎操作を習得すると

ともに，規則性を見いだしたり，自らの考えを導き出したりして発表することができる。

【知識・理解】

気象観測や天気の変化に関する事物・事象について理解し，知識を身につける。

３ 学力向上のための指導改善の視点

仙台市学力標準検査の結果から，「天気の変化」の単元のうち「露点」に関わる出題で期待正答率

が低かった。誤答を分析した結果，以下の①と②の理由により，「露点」や「空気中の水蒸気」の概

念が理解されにくいと考えられる。そこで，この課題を解決するための手だてを提案授業に盛り込

み，指導の改善を図りたい。

①中学校の第２分野で扱う他の科学的な現象に比べて，空気中の水蒸気は直接的に肉眼で見ること

ができないため抽象的な概念となりがちである。そのため，空気中に水蒸気が存在することを既習

事項としては知っていても，実感を伴ってとらえている生徒は少ない。

②「水」や「空気」は，生徒にとって身近な物質であるため，科学的な物質としてあらためて意識

しにくい面がある。また，普段目にする「水」や「空気」に関する現象は，気温，湿度，気圧等さ

まざまな要因が絡み合って起きているため，１つの要因だけでは説明できなかったり，誤解してと

らえてしまったりする場合がある。

今回の提案授業では，①の課題を解決するために，シリカゲルを用いて空気中の水蒸気を捕捉し，

空気中の水蒸気にも「質量」があることを実感させる。また，②の課題に対しては，従来の「金属

コップによる露点の測定実験」ではなく「チャック付きビニール袋内の空気を対象とした露点の測定

実験」を導入する。これにより「漠然とした空気」ではなく，具体的な「教室の（自らが捕捉した）

空気」に含まれる水蒸気を意識して実験に取り組ませることができると考える。さらに，ビニール袋

の中の空気を入れ換えることで，条件（湿度）を変えた場合の露点の違いについて気づかせることが

できるであろう。

４ 単元について

(1)単元観

小学校では，「天気によって１日の気温の変化に違いがあること」「天気の変化は，映像などの気

象情報を用いて予想できること」「台風の進路による天気の変化や台風と降雨との関係」などについ

て学習している。

本単元は，さまざまな気象現象について体験を通して関心をもたせ，身近な場所で気象観測を探求

的に行い，基本的な気象観測器具の扱い方や観測記録の仕方などを身につけさせることが求められ

る。また観測・観察・実験の結果や資料をもとに，天気変化の規則性について気付かせ，天気の変化

は主として大気中の水の状態変化や大気の動きによって引き起こされることを理解させることが主

なねらいである。本単元で学ぶ日本の天気の特性や天気予報といった知識や技能は，生徒の日常生活

に直接的に生かすことができることから，科学の有用性にも気づかせることのできる単元でもある。
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(2)生徒観

理科の学習には，興味を持ち意欲的に取り組んでいる生徒が多い。授業中は，話す・聞く・作業す

るなどの区別ができるなど，基本的な学習習慣が身に付いている。理由や考察を考える場面では，自

分なりに考えをまとめようと努力するが，物事の一面だけを見て判断したり，わかっていても上手に

表現できない生徒が多い。

「気象に関する意識調査」の結果（別紙１）によると，日常の気象の変化や気象情報に関心を持っ

てはいるが，進んで天気予報を行いたいといった積極的な姿勢はやや欠けている。これは，「天気予

報は誰かがしてくれるもの」「原因がわからなくても天気がどうなるかわかればよい」といった表面

的な関心にとどまっているためと考えられる。また，気象現象の原因について正確に説明できる生徒

は少ない。「湿度」に関しては，日常体験から梅雨から夏にかけて高くなることや湿度が高いと結露

や霧が見られやすいことを多くの生徒が知っている。

「空気中の水蒸気に関するプレテスト」の結果（別紙２）からは，水は空気中に蒸発して減少する

ことは知っているものの，密閉した容器のフタに水滴がつくなど「水蒸気」と「湯気」を混同してい

る疑いのある生徒がいることがわかる。また，缶ジュースや窓に発生する結露については，「温度差

に原因がある」とはわかっていても，水蒸気が状態変化して水になることまで指摘できる生徒は少な

い。さらに，湯気の問いでも，水蒸気と湯気を混同している生徒が見られる。

(3)指導観

生徒の多くは日常の気象現象や気象情報についての興味関心は高いが，現象や結果を確認するだけ

にとどまり，自分から進んで原因を調べたり天気を予測してみようとする姿はあまり見られない。そ

こで本単元では，気象現象の不思議さや規則性をできる限り実験で再現するとともに，現象のイメー

ジをより視覚的に感じ取らせたい。そして，「水」や「空気」の基本的な特性を知れば、身近な気象

現象の原因を説明したり、自分自身で天気の予測ができることを理解させたい。

空気中に存在している水蒸気は見えないため，生徒はイメージできにくいと思われる。そこで，

実際の空気中の水蒸気を様々な視点から実体験させる観察を取り入れる。シリカゲルを用いて目に

見えない水蒸気の質量を実測する操作を行わせたり，露点測定のための簡易装置を導入して実験の

個別化を図ったりすることで，一人一人が水蒸気を実感できるような観察・実験を体験させたい。

それらの実体験を基に，露点や飽和水蒸気量，湿度といった科学的な概念を理解させていく。さら

に，飽和水蒸気量を水蒸気の入る入れ物としてとらえさせ，水蒸気が入れ物からあふれると状態変

化をおこし水滴に変化することをグラフと具体物（長さを変えられる棒グラフ型容器と水蒸気の粒

モデル）を使って理解させたい。

５ 単元の系統性（小学校・中学校・高等学校の内容との関連）

小学校３年
「ひなたとひかげ」
・あたたかさと太陽の光
「光を当てよう」
・日光ともののあかるさあたたかさ
・虫眼鏡での集光

小学校４年
「水のすがたとゆくえ」
・水の蒸発・沸騰・凝結
・水の三態

小学校５年
「天気と気温の変化」
・気温の測定
・天気の変化の規則性
「台風と気温の変化」
・台風の進路・自然災害
・雲画像・アメダス・天気予報

中学校２年
「天気の変化」
・気象観測
・大気中の水
・前線と天気の変化
・日本の天気と天気予報

高等学校 理科総合Ｂ
「多様な生物と自然のつりあい」
・地表のすがた
・大気と水の循環

高等学校 地学Ⅰ
「大気・海洋と宇宙の構成」
・太陽放射エネルギー
・エルニーニョと海流
・オゾン層

高等学校 地学Ⅱ
選択「地球表層の探究」
・地球の観測（地磁気・気象・海洋）
・大気と海洋の探究
（偏西風・気候・降水・海流）
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授業時数 学習活動 教師の手だて・評価

1

○天気についての日頃の疑問や気象要素

の種類や特徴を話し合い，本単元の学習の

見通しを持つ。

○天気についての疑問を挙げさせたり，気象情報の活用

方法を話し合わせたりする。

【評価】気象や天気の変化に興味を持つことができた

か・行動記録（関心・意欲）

1

○数日間の天気図から気象要素を読みと

りその変化と雲画像とを比較し，気づいた

ことを話し合う。

○天気図に示された数値や記号の意味を知らせ，読み

取った気象要素を記録ノートにまとめさせる。

【評価】天気図に示された数値や図表の意味を理解し身

につけることができたか。ワークシート・ペーパーテス

ト（技能・表現）（知識・理解）

2

○気象観測器具の使い方を理解し，学校内

の気象観測を行う。

○各気象要素の意味と観測器具の使い方を説明するとと

もに正確な観測を行うための条件について考えさせる。

【評価】①天気の変化に興味を持って気象観測を行うこ

とができたか。・・・行動記録（関心・意欲）②気温・

湿度・気圧などの気象要素を正しく測定し継続した記録

を取ることができたか。・・・実験シート（技能・表

現）

３

（第１時限）

○教室内の空気をシリカゲルチューブを

通すことで空気中の水蒸気を捕捉する。空

気中の水蒸気の質量を測定することで，空

気中の水蒸気の存在を実感する。

（本時 ２／３時限）

◎空気中の水の変化と温度との関係を調

べ，水蒸気量の違いによる露点の変化につ

いて見いだす。

（第３時限）

○空気中の水蒸気量と温度の関係，露点の

実験を基に，飽和水蒸気量の概念を身につ

ける。また飽和水蒸気量のグラフを用いて

温度変化で生じる水滴の量を推論する。

○空気中の水の状態変化について興味関心を持たせる。

○シリカゲルチューブに空気を通して水蒸気を捕捉する

実験を行い，水蒸気の存在を確認させる。

【評価】①シリカゲルチューブを用いて空気中の水蒸気

の質量を測定できたか。・・・行動記録・実験シート

（技能・表現）

○気温と水蒸気量との関係について気づかせるために袋

に入れた空気中の水蒸気を凝結させる実験を行う。

【評価】①空気の温度を下げることで空気中にふくまれ

ていた水蒸気が水滴に変化することを確かめることがで

きたか。・行動記録（技能・表現）②空気中の水蒸気量

が少なくなると露点が下がることを指摘することができ

たか。・ワークシート・ペーパーテスト（知識・理解）

○飽和水蒸気量の概念を導入し，前回行った実験とその

結果を整理する。その上で飽和水蒸気量のグラフと露点

の関連を考察する。

【評価】①飽和水蒸気量の概念を身につけることができ

たか。・・・行動記録・ワークシート・ペーパーテスト

（知識・理解）②飽和水蒸気量のグラフを用いて露点や

気温を下げたときに生じる水滴の量を推論することがで

きたか。・・・・ワークシート・ペーパーテスト（思

考）

６ 指導計画（全 １９時限扱い）

シリカゲルチューブ
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７ 本時の学習指導

(1)本時の目標

・ビニール袋に入れた空気の温度を下げることで空気中にふくまれていた水蒸気が水滴に変化する

ことを確かめることができる。

・空気中の水蒸気量が少ないと露点が下がることを実験結果から指摘することができる。

(2)本時の評価規準と支援を必要とする生徒への手だて

4

○水蒸気の凝結や気流と関連付けて雲の

成因について考察する。

○霧や雲を発生させる断熱膨張のモデル実験を行う。

【評価】①興味・関心を高め，意欲的に観察実験を行

うことができたか。（関心・意欲）②霧や雲が発生す

る原因を実験結果を基にして根拠をあげて説明するこ

とができたか。（思考）

4

○前線のモデル実験から，性質の異なる

空気の境界面の様子を観察し，前線の特

徴について考えるとともに，前線の通過

に伴う天気の変化について考えさせる。

○前線のモデル実験や前線の観測結果や気象衛星の画

像資料などを用いて，日本付近の天気の変化について

確認させる。

【評価】①前線のモデル実験を行い，その結果から性

質の異なる空気の境界面の特徴を推論することができ

たか。・ワークシート・ペーパーテスト（思考）②前

線の通過前後における気温，湿度，気圧，風向，天気

について説明できたか。・ペーパーテスト（知識・理

解）

3

○日本の天気の特徴を，春と秋，夏季，

梅雨，冬季などの日本の天気の特徴を資

料をもとにまとめさせる。

○天気の予測を行う。

○天気図や雲画像，アメダスなどの資料から日本の天

気の特徴をまとめさせるとともに，天気の変化の予測

をさせる。

【評価】①各種資料を用いて天気の予測ができた

か。・ワークシート（思考）

1 ○学習のまとめ・単元テスト

★評価場面（◇方法） 評価目標 十分に満足でき

る（Ａ）

おおむね満足で

きる（Ｂ）

努力を要する

（Ｃ）

★チャック付きビニール袋の

表面にくもりが生じた場面

で。

★水滴の触感と塩化コバルト

紙の反応を確認する場面

で。

◇観察とワークシートの記録

から。

チャック付きビ

ニールに出てき

たものが水であ

ることを確かめ

る。

水が析出したこ

とを指摘した上

で，その条件に

ついて考察を進

めている。

塩化コバルト紙

の 変 化 や 手 で

触った感覚から

水が析出したこ

と を 指 摘 で き

る。

水が析出したこと

を指摘できない。

【支援】塩化コバ

ルト紙の性質を説

明し理 解を助け

る。

★シリカゲルを通した教室の

空気と，そのままの空気の

露点を比較する場面で。

★露点に達するまでの温度の

違いを確認する場面で。

◇観察とワークシートの記録

から。

空気中の水分が

少ないと露点が

下がることを実

験結果の比較か

ら説明できる。

水蒸気から水滴

への変化と温度

変化の関係につ

いて考察を進め

ている。

ビニール内の水

蒸気量が少ない

ときに状態変化

が起きにくいこ

と を 指 摘 で き

る。

ビニール内の水蒸

気の量を変化させ

た比較実験の意味

が指摘できない。

【支援】シリカゲ

ルのはたらき，冷

却用ボールのはた

らきを補足説明し

て比較の意義の理

解を助ける。
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段階 学習内容 学習課題 ★教師の支援 生徒の活動 評価

導入

８分

展開

3２分

まとめ

10分

【生徒実験Ａ】

①チャック付きビニール袋に，教室の空気を採

取する。

②図のようにビニール袋に小型の金属製ボール

を当て，ボールには氷を入れた水をこまごめピ

ペットで少しずつ（10ｍｌ程度）加えていく。

③温度計を用いてボールの中の水の温度を測定

し，その度ビニール袋が曇っているかどうか確

認する。くもっていたら中に手を入れてみてビ

ニール袋の中のくもりが水であることを確かめ

る。また塩化コバルト紙の反応を見る。

★シリカゲルを通した空気は，実験Ａ

よりも冷やさないと水滴ができないこ

とに気づかせる。

【評価：技能・表現】

ビニール袋に入った

空気を冷やすと袋の

内側に水が付着する

ことを確かめること

ができたか。

【結果のまとめ】

「露点」の言葉を用いて生徒実験Ａ・Ｂの結果を

整理する。

・実験Ａの露点と実験Ｂの露点に違いがあり，空

気中に含まれる水蒸気の量が少ないと露点が低

くなることをまとめる。

★次時の予告では，今回の実験で露点

が変化した理由やあらわれる水の量に

ついて学習することを予告する。

【前時の確認】前時に行った「シリカゲルチュー

ブの実験」を教師が再現し，シリカゲルの質量変

化によって空気中にふくまれている水蒸気の存在

を確かめたことを確認する。

【課題】「空気を冷やして，空気中にかくれている水蒸気を水として取り出してみよう」

【評価：知識・理解】

空気中の水蒸気量が

少ないと露点が下が

ることを，実験結果

の比較から指摘する

ことができたか。

★チャック付きビニール袋の内側がく

もっていることを確かめるために乾い

た布で外側のくもりを拭き取りながら

実験を進めるよう注意を促す。

★くもってからもしばらくは冷やし続

け，水滴の量が増えることに気づかせ

る。また，十分水滴が発生してから塩

化コバルト紙を当てるようにさせる。

★沸点や融点と関連させながら，「露

点が温度を示す」ことを十分に理解さ

せるよう丁寧に定義する。

【結果の整理】

①冷やすことで空気中の水蒸気を水滴に変える

ことができたことを確認する。

②「露点」を定義する。温度変化で水蒸気が水

滴に変わることを確認する。

【次時の予告】

【生徒実験Ｂ】

①教室の空気をシリカゲルに通し，その空気を

チャック付きビニール袋に入れる。

②同様の方法で氷を入れた水をこまごめピペッ

トで少しずつ（10ｍｌ程度）加え，露点を測定

させる。

③実験Ａの時の温度で水滴が生じているか確認

させる。曇っていなかった場合は，さらに冷や

す。曇るまで観察させ，曇ったときの温度を記

録させる。

【課題】「湿度の低い空気（水蒸気量が少ない空気）でも，冷やすと同じように水があらわれるだろうか」

★空気中に目に見えない水蒸気が存在

することを意識つける。

★水の三態や身近な結露現象などを連

想させて考えさせる。

【発問】空気中にかくれている水蒸気（気体）を

水（液体）として取り出す方法はないだろうか。
【予想される生徒の反応】「状態変化を起こさせればよいのでは

ないか。」「冷やせばよいのではないか。」など

【予想される生徒の反応】「水蒸気の量が少ないので，水滴とし

て出にくいのではないか。」「状態変化だから温度は変わらない

のではないか。」「同じように出てくるのではないか。」など

【発問】シリカゲルを通した後の湿度の低い空気

（水蒸気量が少ない空気）でも，冷やすと同じよ

うに水滴があらわれるだろうか。

★生徒実験Ａの露点前後の温度におけ

るビニール袋内のくもりに注意させ

る。変化をとらえにくいので注意深く

観察するよう声をかける。

★なかなかビニール袋がくもらない班

には，一度金属ボールの水を捨てさせ

て，新たに冷水を加え，より冷えやす

くするように工夫させる。

★「水蒸気量が多いから，水滴が多く

出 る。少 な い か ら 水 滴 が 少 な く 出

る。」という量の変化ではなく露点と

いう温度の変化があらわれることに着

目させて結果を整理する。

(3)本時の展開



（４）まとめ

＜成果＞

① 「空気中の水蒸気」の指導の改善について

これまでの指導では，空気中に含まれる水蒸気は直接肉眼で見ることが出来ないため，抽象的な

概念となりがちであった。本時の授業および前時の授業で，以下の２点の工夫を行ったことで，生

徒に空気中にむくまれる水蒸気の存在をより実感させることができた。

・シリカゲルチューブを用いて空気中の水蒸気を捕捉させ，質量が増えることを確かめさせたこ

とで，「見えなくても水蒸気は空気中に確かに存在する」という意識を高めることができた。

・人工的に湿度を高めた空気を用いたり，ドライヤーを使って劇的な状態変化を観察させたりす

るのではなく，通常の空気を冷やして水滴を発生させることで，乾燥しているように見える空

気の中に水滴の元になる水蒸気が存在することを意識させることができた。特に，チャック付

きビニール袋の中の空気を用いたことで，水滴の発生源が空気中の水蒸気であることを特定さ

せることができた。

さらに，これまでは飽和水蒸気量のグラフと露点の関係を理解できない生徒が多かったが，伸縮

する棒グラフ型容器と水蒸気モデルを用いて指導したことで，「気温によって飽和水蒸気量が変化す

ること」や「飽和水蒸気量の枠から水蒸気がはみ出るとき水滴があらわれる」ことの理解を支援す

ることができた。

以上のように，単元を通した指導の工夫・改善が図られ，系統だった指導計画を作成することが

できたことが大きな成果である。

② 生徒の変容について

低気圧や前線による雲の発生を考察する場面で，生徒は提案授業で学習した飽和水蒸気量や露点な

どの用語や視点を用い，空気中の水蒸気が変化する自然現象を説明しようとするようになった。

提案授業でわかったことを単なる知識として身につけただけでなく，実際の気象現象の要因として

結びつけられるようになったことは，「知識の活用」といった意味からも学力向上に効果があったと

いえる。

③ 指導方法の普及について

今年度から仙台市教科研究会理科部会と連携を図り，提案授業を市教研の定例会（青葉区研究授業）

として実施した。これにより，提案授業への参加が増え，指導法についての情報交換や普及を行うこ

とができた。

また，昨年度の検証改善授業の提案授業（凸レンズと像）で作成した指導案を用いて，市教研の定

例会で授業研究を行い，指導改善の普及を図ることができた。

＜課題＞

① 実験条件について

今回の授業では，露点の違いに着目させるために，通常の空気とシリカゲルチューブを通して乾燥

させた空気を比較させた。しかし，空気は湿度が下がるほど露点が下がり，湿度５０％未満では，水

滴ができるまで冷やすのが困難になってくる。露点の違いを理解させるためには，湿度が７０％程度

および６０％程度の空気の比較が理想である。冬期間は空気が乾燥しすぎることが多いので，２学期

の始めに気象の指導できるよう指導計画を立てる必要がある。

② 実験機材について

露点を測定する際の温度測定でアルコール温度計を用いた場合，正確な測定が難しく，水滴の観察

より温度計の測定にばかり注意を奪われやすくなる。したがって，本実験では測定が正確で簡易なデ

ジタル温度計を使用することが望まれるが，班の数だけデジタル温度計を備えている学校は多くない。

指導法を普及させるためには，このようなハードウエア面の整備や使用機材の工夫も必要になって

くる。


